
事業概要
人口減少が進む神奈川県西端の山北町において、山北駅前商店街の空き店舗を改修して拠点を整備し、現町民の定住並びに新町民の移住
を促進するとともに、交流機会の創出、相談に対応した。さらに、地元の文化、自然の魅力を紹介する担い手の活動を支援するとともに、町内の
学校、企業、団体等との連携を進め、協力して地域の暮らしを支える地域共生社会づくりに取り組んだ。

取組内容及び成果

１．取り組みの内容
・空き家等を活用した共生社会づくり推進協

議会を開催し、行政や町内の関係団体とと

もに事業を推進した。

・全世帯へのチラシ配布等により、空き家の

活用及び共生社会づくりを呼びかけた。

・空き家問題の課題解決セミナーを開催した。

・地域の未利用資源を活用して交流人口を

増やすためのイベントを開催した。

２．取り組みの成果
・山北駅前に地域交流及び学びの拠点とし
て「ふらっと山北」を開設することができた。
・二拠点生活を体験できる施設として「工房
ハ ウス」を開設することができた。
・未利用資源を活用した交流イベントを開催
することにより、山北町の魅力づくり向上及
び交流人口の増加に貢献した。
・空き家活用の動きが顕在化してきた。
・チラシの配布やセミナー等により住民の意識
が変わり、商店街の雰囲気が明るくなった。

３．今後の展開
・山北町と連携し、「ふらっと山北」を拠点として、住民と地域のウェルビーイン
グを実現するための「地域共生エコミュージアム」を推進する。
・町の歴史や伝統文化を観光資源として磨きこみ、シビックプライドを醸成する。
・地元の小・中・高校と連携して山北１００景かるたを作り、山北町の魅力を発
信する。

事業地域 神奈川県足柄上郡山北町

事業
スキーム

団体情報

所在地 神奈川県横浜市中区山下町２３番地

設立時期 平成２４年３月９日

団体ＨＰ https://www.kanaju.org/

一般社団法人かながわ福祉居住推進機構

凡例 …実施事業者 …自治体 …その他連携先

事業名 中山間地での複数の空き家を活用した定住・移住促進及び地域共生社会づくりの取り組み



１．地域共生に関係する組織や個人のネットワークづくり

2

【推進協議会委員】 （敬称略）

氏　　名 所　　　　　　　　属 役　　　職

 ◎ 大原　一興 横浜国立大学 名誉教授

湯川　嘉一 山北町観光協会 会長

福岡　健一 社会福祉法人　山北町社会福祉協議会 会長

桐生　昌道 株式会社　桐生工務店 代表取締役

高杉　光男 山北町森林組合 代表理事

露木　昭彰 有限会社　足柄リハビリテーションサービス 代表取締役

成田　慎一 公益社団法人　かながわ福祉サービス振興会 共生社会推進部長

 〇 瀬戸  恒彦 公益社団法人　かながわ福祉サービス振興会 理事長

◎：委員長、〇：副委員長

【オブザーバー】 （敬称略）

氏　　名 所　　　　　　　　属 役　　　職

尾崎　雄一 山北町保険健康課 課長

内田　　敦 山北町福祉課 課長

鈴木　康弘 山北町定住対策課 課長

平野　泰輔 山北町商工観光課 課長

【事　務　局】     事業部長  　　小谷與志郎

      　　　　    佐藤　由花

    山北事務所長　瀬戸　紘美

　　　　　　　　　北村　俊明

　　　　　　　　　今野美夕紀

                  岡野万里子

    横浜国立大学　長谷川明香

空き家等を活用した共生社会づくり推進協議会

委　員　名　簿　

（１）地域共生社会づくり推進協議会の開催
町内の関係団体（者）、福祉や建築の専門家等
により構成する「地域共生社会づくり推進協議会」
を設置し、事業を推進した。

（２）協働の場づくり

町の魅力ある資源の再発見と活性化に意欲の
ある組織・町民と の協働の場づくりを進めた。
さらに、地域共生のネットワークの充実を図る
ために、町の組織や個人との連携を進めた。
＜連携先＞
・共和地区連合自治会
・老舗豆腐店「絹華」
・児童支援・放課後等デイサービスどんぐりん
・神奈川県立山北高校
・最先端科学技術研究企業（株）TOYAMA
・流鏑馬保存会
・さがみ信用金庫

令和７年度の推進組織



２．空き家を活用した拠点の開設

（１） ふらっと山北

JR御殿場線の山北駅前の旧中華料理店の１階
に「ふらっと山北」を令和７年１０月に開設し
た。名称は、フラットな関係で交流できる場所、
誰でもふらっと立ち寄れる居場所との思いを込
めている。      

ふらっと山北は、地域住民の居場所として、
また、竹細工やアロマ生成体験ができる交流イ
ベント拠点、学びの拠点としての機能を持たせ
ている。

（２）工房ハウス

自然の豊富な環境との二拠点生活を考えてい
る都会人が、二拠点生活を体験できる拠点とし
て令和８年１月に開設した。ハード面では居住
空間とワークスペースを設け、ソフト面では地
元の人との交流を支援する。

タウンニュース足柄版（2025.10.18）

テレビ神奈川ニュース（2025．10.17）

ふらっと山北開所式（2025.10.17）



３ー１．空き家活用の支援
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（１） 相談から課題解決につながった事例                                               

事例１ 売却案件

親族が残した空き家を長年維持管理しながら、

手放す方策に悩んでいた元町民に、当該土地や

建物の特徴と活用の手続きを紹介し、売却につ

ながった。

事例２ 紹介案件

築１００年を超える農地付き民家を相続した

元町民と、山北町で二拠点の活動を計画する町

外の市民の マッチングを行い、本人が望む二

地域居住生活の実現につながった。

（２） 空き家活用につながるセミナー開催

①成年後見制度を利用した財産の適切な管理

②横須賀市での古民家の活用の取組みの紹介

③シェアオフィスやコワーキングスペースの開

設と地域につながる運営

セミナーの次第

事例１の物件



３－２．地域共生の担い手づくり
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（１）交流イベントの開催
山北町の未利用資源である竹を活用して、竹か

ごづくり講座を開催し、担い手の育成に努めた。

柑橘や地元植物を材料としたアロマオイルづく

りの講座を開催し、地元の魅力の再発見とそれを

普及する担い手づくりを進めた。

（２）地域共生エコミュージアムの推進
地域共生社会の実現に向けて、地域の歴史を学び、

伝統文化を保全・学習することが重要となること

から、地域共生エコミュージアムの理解を深める

セミナーを開催した。

また、神奈川県無形文化財である山北町の流鏑

馬の体験イベントを実施した。

（３）地域共生ネットワークづくり
  地元の先端科学会社、老舗店舗店主、金融機関、

高校生等と町の将来構想について意見交換を行っ

た。



４．空き家活用モデル事業を通じてまちづくりを推進
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モデル事業で取り組んだ期間は、令和５年９月から令和８年１月まで

の２年半で、空き家の活用の取り組みを契機として、交流人口を増やす

ための交流イベントの開催、空き家活用に関するセミナ、地域共生社会

作りに向けた検討会など、様々なことに取り組んだ。

町役場の協力を得ながら、町内全世帯へ事業を周知するとともに、町

内関係団体の協力を得て進めた。



５．住民が主役の地域共生社会づくりに向けて
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山北駅前に拠点を整備し、交流イベントなどを開催することにより、地域活

性化への期待が高まり、商店街が明るい雰囲気になってきた。

今後、住民が地域の社会資源に関心をもち、自分事化して地域福祉活動を

実践できるよう、町の自然や文化を活かす地域共生エコミュージアムの取り組

みを進め、地域活性化と合わせて、空き家の活用につなげる。
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